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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータ線と走査線がマトリクス状に配線されその交点に画素を有する表示パネル
に対して、画面の表示領域全体に任意の画像を表示させる通常表示モードと、１画面分未
満の表示データを格納する記憶装置を有して画面の一部の表示領域にのみ前記記憶装置に
格納した表示データを表示するパーシャルモードとを切り替えることが可能な表示装置用
駆動回路であって、
　前記表示装置用駆動回路は、前記パーシャルモードにおいて、前記表示装置用駆動回路
の外部からの命令で、前記記憶装置に格納した任意の画像の表示データと、前記記憶装置
に格納した表示データを表示する一部の表示領域の画像を変更することが可能であり、
　前記記憶装置に格納する画像の表示データと、前記記憶装置に格納した表示データを表
示する一部の表示領域の画像を変更している間、表示領域に依存しない表示パターンを一
部の表示領域に表示し、変更が終わった後に前記記憶装置に格納した表示データを含む表
示に、自動的に切り替える切替手段を有し、
　前記切替手段を切り替えるタイミングは、表示の垂直同期信号に同期することを特徴と
する表示装置用駆動回路。
【請求項２】
　請求項１記載の表示装置用駆動回路において、
　前記記憶装置に格納する画像の表示データの変更と、前記記憶装置に格納した表示デー
タを表示する領域の変更を指示する命令を検知して、前記表示パターンを表示するように
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切り替えるタイミングを生成する生成手段を有し、
　前記切替手段は、前記生成手段で生成されたタイミングにより制御することを特徴とす
る表示装置用駆動回路。
【請求項３】
　請求項１記載の表示装置用駆動回路において、
　前記記憶装置への書き込みの状況を検知して、前記記憶装置に格納した表示データを表
示するように切り替えるタイミングを生成する生成手段を有し、
　前記切替手段は、前記生成手段で生成されたタイミングにより制御することを特徴とす
る表示装置用駆動回路。
【請求項４】
　複数のデータ線と走査線がマトリクス状に配線されその交点に画素を有する表示パネル
に対して、画面の表示領域全体に任意の画像を表示させる通常表示モードと、１画面分未
満の表示データを格納する記憶装置を有して画面の一部の表示領域にのみ前記記憶装置に
格納した表示データを表示するパーシャルモードとを切り替えることが可能な表示装置用
駆動回路であって、
　前記表示装置用駆動回路は、前記パーシャルモードにおいて、前記表示装置用駆動回路
の外部からの命令で、前記記憶装置に格納した任意の画像の表示データと、前記記憶装置
に格納した表示データを表示する一部の表示領域の画像を変更することが可能であり、
　前記記憶装置に格納する画像の表示データと、前記記憶装置に格納した表示データを表
示する一部の表示領域の画像を変更している間、表示領域に依存しない表示パターンを一
部の表示領域に表示し、変更が終わった後に前記記憶装置に格納した表示データを含む表
示に、前記表示装置用駆動回路の外部からの制御で切り替える切替手段を有し、
　前記切替手段を切り替えるタイミングは、表示の垂直同期信号に同期することを特徴と
する表示装置用駆動回路。
【請求項５】
　請求項４記載の表示装置用駆動回路において、
　前記表示装置用駆動回路の外部の命令により書き換えることができ、前記切替手段を制
御するレジスタを有することを特徴とする表示装置用駆動回路。
【請求項６】
　請求項４記載の表示装置用駆動回路において、
　前記表示パターンを有効と指示する命令より、前記表示パターンを表示するように切り
替えるタイミングを生成する生成手段を有し、
　前記切替手段は、前記生成手段で生成されたタイミングにより制御することを特徴とす
る表示装置用駆動回路。
【請求項７】
　請求項４記載の表示装置用駆動回路において、
　前記表示パターンを無効と指示する命令より、前記記憶装置に格納した表示データを表
示するように切り替えるタイミングを生成する生成手段を有し、
　前記切替手段は、前記生成手段で生成されたタイミングにより制御することを特徴とす
る表示装置用駆動回路。
【請求項８】
　複数のデータ線と走査線がマトリクス状に配線されその交点に画素を有する表示パネル
に対して、画面の表示領域全体に任意の画像を表示させる通常表示モードと、１画面分未
満の表示データを格納する記憶装置を有して画面の一部の表示領域にのみ前記記憶装置に
格納した表示データを表示するパーシャルモードとを切り替えることが可能な表示装置用
駆動回路であって、
　前記表示装置用駆動回路は、前記パーシャルモードにおいて、前記記憶装置に格納した
任意の画像の表示データと、前記記憶装置に格納した表示データを表示する一部の表示領
域の画像を、前記表示装置用駆動回路の外部からの命令で変更することが可能であり、
　前記記憶装置に格納する画像の表示データと、前記記憶装置に格納した表示データを表
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示する一部の表示領域の画像を変更している間、前記記憶装置に格納した表示データを表
示するタイミングを示す信号をマスクするマスク手段を有することを特徴とする表示装置
用駆動回路。
【請求項９】
　複数のデータ線と走査線がマトリクス状に配線されその交点に画素を有する表示パネル
に対して、画面の表示領域全体に任意の画像を表示させる通常表示モードと、１画面分未
満の表示データを格納する記憶装置を有して画面の一部の表示領域にのみ前記記憶装置に
格納した表示データを表示するパーシャルモードとを切り替えることが可能な表示装置用
駆動回路における表示装置用駆動方法であって、
　前記表示装置用駆動回路は、前記パーシャルモードにおいて、前記表示装置用駆動回路
の外部からの命令で、前記記憶装置に格納した任意の画像の表示データと、前記記憶装置
に格納した表示データを表示する一部の表示領域の画像を変更することが可能であり、
　前記記憶装置に格納する画像の表示データと、前記記憶装置に格納した表示データを表
示する一部の表示領域の画像を変更している間、表示領域に依存しない表示パターンを一
部の表示領域に表示し、変更が終わった後に前記記憶装置に格納した表示データを含む表
示に、自動的に切り替え、この切り替えるタイミングは、表示の垂直同期信号に同期する
ことを特徴とする表示装置用駆動方法。
【請求項１０】
　請求項９記載の表示装置用駆動方法において、
　前記記憶装置に格納する画像の表示データの変更と、前記記憶装置に格納した表示デー
タを表示する領域の変更を指示する命令を検知して、前記表示パターンを表示するように
切り替えることを特徴とする表示装置用駆動方法。
【請求項１１】
　請求項９記載の表示装置用駆動方法において、
　前記記憶装置への書き込みの状況を検知して、前記記憶装置に格納した表示データを表
示するように切り替えることを特徴とする表示装置用駆動方法。
【請求項１２】
　複数のデータ線と走査線がマトリクス状に配線されその交点に画素を有する表示パネル
に対して、画面の表示領域全体に任意の画像を表示させる通常表示モードと、１画面分未
満の表示データを格納する記憶装置を有して画面の一部の表示領域にのみ前記記憶装置に
格納した表示データを表示するパーシャルモードとを切り替えることが可能な表示装置用
駆動回路における表示装置用駆動方法であって、
　前記表示装置用駆動回路は、前記パーシャルモードにおいて、前記表示装置用駆動回路
の外部からの命令で、前記記憶装置に格納した任意の画像の表示データと、前記記憶装置
に格納した表示データを表示する一部の表示領域の画像を変更することが可能であり、
　前記記憶装置に格納する画像の表示データと、前記記憶装置に格納した表示データを表
示する一部の表示領域の画像を変更している間、表示領域に依存しない表示パターンを一
部の表示領域に表示し、変更が終わった後に前記記憶装置に格納した表示データを含む表
示に、前記表示装置用駆動回路の外部からの制御で切り替え、この切り替えるタイミング
は、表示の垂直同期信号に同期することを特徴とする表示装置用駆動方法。
【請求項１３】
　請求項１２記載の表示装置用駆動方法において、
　前記表示パターンを有効と指示する命令より、前記表示パターンを表示するように切り
替えることを特徴とする表示装置用駆動方法。
【請求項１４】
　請求項１２記載の表示装置用駆動方法において、
　前記表示パターンを無効と指示する命令より、前記記憶装置に格納した表示データを表
示するように切り替えることを特徴とする表示装置用駆動方法。
【請求項１５】
　複数のデータ線と走査線がマトリクス状に配線されその交点に画素を有する表示パネル
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に対して、画面の表示領域全体に任意の画像を表示させる通常表示モードと、１画面分未
満の表示データを格納する記憶装置を有して画面の一部の表示領域にのみ前記記憶装置に
格納した表示データを表示するパーシャルモードとを切り替えることが可能な表示装置用
駆動回路における表示装置用駆動方法であって、
　前記表示装置用駆動回路は、前記パーシャルモードにおいて、前記記憶装置に格納した
任意の画像の表示データと、前記記憶装置に格納した表示データを表示する一部の表示領
域の画像を、前記表示装置用駆動回路の外部からの命令で変更することが可能であり、
　前記記憶装置に格納する画像の表示データと、前記記憶装置に格納した表示データを表
示する一部の表示領域の画像を変更している間、前記記憶装置に格納した表示データを表
示するタイミングを示す信号をマスクすることを特徴とする表示装置用駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイなどの画像表示装置に係わり、特に、パーシャル表示の手
段を備えたアクティブマトリクス型表示装置の駆動回路および駆動方法に適用して有効な
技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、液晶などのアクティブマトリクス型表示装置は、薄型、軽量、低消費電力とい
う特徴より携帯電話機や携帯情報端末などのモバイル機器の表示装置として利用されてい
る。モバイル機器においては、一般的にバッテリーによる電力供給であるため、低消費電
力化が必要とされている。しかしながら、近年、見やすさ・画質の向上が求められており
、高解像度化が進む一方、表示すべき情報量が増加するために消費電力が増加してしまう
。そこで、待ち受け時やパワーセーブ時には、画面内の必要最小限な部分だけを表示させ
、低消費電力を実現するパーシャル表示が有効であると従来より知られいてる。
【０００３】
　また、液晶では、表示する上で画質劣化につながる焼き付きを防止するために、一定周
期で画像データに準じ、極性反転した電圧を液晶に印加しなければならない。よって、静
止画においてもマイクロプロセッサ（ＭＰＵ：Ｍｉｃｒｏ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎ
ｉｔ）等の前段のシステムからの画像データ転送を随時行う必要があり、ＭＰＵに多くの
電力と負荷をかけることとなる。そこで、液晶駆動装置では、１画面分の画像データを記
憶する記憶装置を内蔵して、表示する画像データを記憶できるようにする。それにより、
静止画表示において記憶された画像データを用いて一定周期に極性反転した電圧を液晶に
印加することができるため、ＭＰＵの転送を減らし、電力と負荷の軽減を実現することが
行われている。しかしながら、前述したように近年は高解像度化が進み、１画面分の容量
の記憶装置を液晶駆動装置に搭載すると、大幅にコストが増大することが懸念されている
。そこで、パーシャル表示分の容量の記憶装置（パーシャル用記憶装置）のみを液晶駆動
装置に搭載することで、低消費電力と低コストの両立を実現している。
【０００４】
　このパーシャル表示の領域は、端末やアプリケーションによって異なる利用が考えられ
る。そこで、例えば特許文献１に記載のように、パーシャル用記憶装置の物理サイズを限
界としたパーシャル表示領域の任意設定可能な仕組みを搭載することで、多種多様な端末
やアプリケーションに対応できる。
【特許文献１】特開２００３－５８１３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記技術を利用すると、パーシャル表示モード中にＭＰＵからパーシャル表
示データ及びパーシャル表示領域の更新が発生した場合、ＭＰＵからパーシャル表示領域
設定が転送された時点で表示は更新され、また、パーシャル表示データの転送と時間的な
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差が発生してしまい、フレーム毎に転送されたデータを更新した表示を行ってしまう。
【０００６】
　例えば、ＭＰＵから、１０ＭＨｚのシリアルデータ転送で９６×３２０のサイズの１６
ｂｉｔパーシャル表示データを更新すると、転送開始から転送終了まで約４９ｍｓ、つま
り６０Ｈｚのフレーム周波数で３フレーム期間必要となる。ＭＰＵからの転送速度が遅い
ほど、この差が広がる。
【０００７】
　パーシャル表示データの転送の前または後にパーシャル表示領域設定を更新するため、
領域のセットと画像の更新に差が生じる。この差における表示の見え方について、図６に
イメージ図の例を示す。更新前のパーシャル表示を図６（ａ）、パーシャル表示領域を２
０１－ａから２０１－ｂに更新し、データ転送中のパーシャル表示を図６（ｂ）、更新後
のパーシャル表示を図６（ｃ）に示す。なお、対応して、非パーシャル表示領域は２０５
－ａから２０５－ｂに更新される。
【０００８】
　更新により領域の水平幅が変化している場合、図６（ｂ）のように、パーシャル表示デ
ータとパーシャル表示領域の関係が崩れた表示がパーシャル表示データの転送期間だけ発
生してしまう。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、上述の課題を解決し、パーシャル表示中のパーシャル表示領
域の変更を伴う画像データの切り替えを行う時に起こる表示の乱れを回避して、高画質か
つ多様な表示に対応した低消費電力のパーシャル表示を実現する表示装置の駆動技術を提
供することにある。
【００１０】
　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述および添付図面か
ら明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、次のと
おりである。
【００１２】
　本発明は、上述の目的を達成するために、パーシャル用記憶装置からのパーシャル表示
用の画像データと、非表示（背景パターン）との切り替えを行う仕組みを備える表示装置
用駆動回路および駆動方法である。
【００１３】
　外部コマンドにより制御可能なレジスタを用意し、パーシャル表示領域を変更している
間は、背景パターンを選択するようにスイッチを制御する。更新が終了したら、パーシャ
ル用記憶装置の画像データを選択するようにスイッチを制御する。これにより、パーシャ
ル表示領域の変更を設定してから画像データが切り替わるまで、全面背景パターンの表示
となり、乱れた画像の表示を防ぐことができる。
【００１４】
　また、自動でパーシャル表示領域の変更を検知する場合は、パーシャル表示領域の変化
をパーシャル表示領域の設定コマンドより検知し、背景パターンを選択するようにスイッ
チを制御する。パーシャル用記憶装置内の変更されたパーシャル表示領域最終ラインへの
書込みタイミングを、パーシャル用記憶装置を制御するアドレスカウンタより判断して、
次のフレームからパーシャル用記憶装置の画像データを選択するようにスイッチを制御す
る。自動でパーシャル領域の変更を察知する場合においても、同様にパーシャル表示領域
の変更を設定してから画像データが切り替わるまで、全面背景色の表示となり、乱れた画
像の表示を防ぐことができる。
【発明の効果】
【００１５】



(6) JP 4422699 B2 2010.2.24

10

20

30

40

50

　本願において開示される発明のうち、代表的なものによって得られる効果を簡単に説明
すれば以下のとおりである。
【００１６】
　本発明によれば、パーシャル表示中のパーシャル表示領域の変更を伴う画像データの切
り替えを行う時に起こる表示の乱れを回避することができる。また、自動的に変更を察知
し、ユーザ側が意識せずに、表示の乱れのない高画質のパーシャル表示が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、実施の形態を説明
するための全図において、同一の部材には原則として同一の符号を付し、その繰り返しの
説明は省略する。
【実施例１】
【００１８】
　本発明の第１の実施の形態によるアクティブマトリクス型表示装置の駆動回路及び駆動
方法について、図１から図３を用いて説明する。ここでは、アクティブマトリクス型表示
装置の例として液晶表示装置を挙げるが、有機ＥＬ等のアクティブマトリクス型の表示装
置にも適用可能である。
【００１９】
　図１は、本発明の第１の実施の形態における液晶表示装置の液晶ドライバのブロック構
成図、及び外部装置との接続関係を示したものである。
【００２０】
　図１において、１０１は本発明の表示装置用駆動回路である液晶ドライバ、１０２はデ
ータ線と薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｃｔｏｒ）を介
して接続された画素電極と共通電極にはさまれた液晶画素を、複数の走査線と複数のデー
タ線の交点にマトリクス状に配列された、いわゆるアクティブマトリクス型の液晶パネル
、１０３は液晶パネル１０２の走査線を駆動するゲートドライバで、１０４は液晶パネル
１０２やその他外部装置を制御するＭＰＵである。
【００２１】
　また、液晶ドライバ１０１は、システムインターフェース（ＩＦ）１０５、設定レジス
タ１０６、外部表示インターフェース（ＩＦ）１０７、アドレスカウンタ１０８、タイミ
ング生成部１０９、パーシャル用記憶装置１１０、マルチプレクサ（ＭＵＸ）１１１、マ
スクスイッチ１１２、モードスイッチ１１３、交流化回路１１４、取り込みラッチ１１５
、同期化ラッチ１１６、データ線駆動部（ＤＡＣ）１１７で構成される。
【００２２】
　まず、ＭＰＵ１０４、液晶ドライバ１０１、液晶パネル１０２の動作について説明する
。
【００２３】
　ＭＰＵ１０４は、液晶パネル１０２に画像を表示するための表示データ、動作モード等
の各種コマンド、及び液晶パネル１０２の各駆動用パラメータを、液晶ドライバ１０１へ
転送する。各駆動用パラメータには、パネルインターフェース制御や駆動電圧制御の他、
低消費電力のパーシャル表示モード時の表示タイミング、パーシャル表示の領域設定等や
、パーシャル表示の領域以外の領域に表示するパターン、例えば、べたパターンの色（以
下、背景色とする）の設定があり、システムインターフェース１０５より設定レジスタ１
０６へ格納される。動作モード等の各種コマンドには、内部クロックの発振開始、液晶パ
ネル１０２への電源供給のタイミングや、パーシャル用記憶装置１１０へデータを転送開
始する等の他、本発明の特徴であるパーシャル用記憶装置１１０内の表示データを表示す
るパーシャル表示有効と、背景色を表示するパーシャル表示無効がある。
【００２４】
　ＭＰＵ１０４から転送される表示データ、各種コマンド、各駆動用パラメータは、本表
示装置が搭載されているシステムにおける外部からの操作、環境や状況によってあらかじ



(7) JP 4422699 B2 2010.2.24

10

20

30

40

50

めプログラミングされたシーケンスに従い、ＭＰＵ１０４により実行される。
【００２５】
　液晶パネル１０２の表示領域の全領域に表示する通常表示時は、ＭＰＵ１０４から表示
データを、外部表示インターフェース１０７へ、液晶パネル１０２の表示タイミングに同
期したタイミング信号と共に随時入力し、モードスイッチ１１３で、外部表示インターフ
ェース１０７からの表示データを選択する。そして、交流化回路１１４にて、交流に対応
した表示データへ変換し、取り込みラッチ１１５にて、表示１ライン分のデータをバッフ
ァリングして、同期化ラッチ１１６で、ゲートドライバ１０３の走査タイミングに同期さ
せて、ＤＡＣ１１７でデジタルデータからデータ線を駆動するアナログ電圧に変換し、液
晶パネル１０２に表示データを表示させる。
【００２６】
　モードスイッチ１１３は、ＭＰＵ１０４からの制御により、設定レジスタ１０６内の通
常表示モードかパーシャル表示モードかを設定するレジスタを通常表示モードへ設定する
ことで制御を行う。
【００２７】
　本発明に関係する、表示領域内の表示領域より狭い任意の領域にのみ画像を表示するパ
ーシャル表示時について、図２を用いて説明する。ＭＰＵ１０４からパーシャル用の表示
データを表示データ更新時に、パーシャル表示データの更新コマンドをシステムインター
フェース１０５へ入力し、アドレスカウンタ１０８のアドレス制御によって、一旦、パー
シャル用記憶装置１１０へ格納する。
【００２８】
　アドレスカウンタ１０８は、設定レジスタ１０６に格納されているパーシャル表示領域
２０１設定、例えば図２（ａ）のように全表示領域２０２に対する矩形領域の左上角の点
（始点２０３）と右下角の点（終点２０４）の座標、または始点と領域サイズ（高さ、幅
）などのような領域を特定できる情報と、更新する画素の位置情報と表示データにより、
記憶装置のアドレス制御を行って表示データを更新する。
【００２９】
　ここで、パーシャル表示領域２０１設定は、パーシャル表示データを転送する前にあら
かじめ、ＭＰＵ１０４より、システムインターフェース１０５を介し、設定レジスタ１０
６へ格納されているものとする。
【００３０】
　パーシャル用記憶装置１１０へ格納されたパーシャル表示データは、設定レジスタ１０
６に格納された出力タイミングとパーシャル表示領域２０１設定により、タイミング生成
部１０９で生成されたパーシャル表示タイミング（信号）１１８でパーシャル用記憶装置
１１０から読み出される。
【００３１】
　それをＭＵＸ１１１にて、パーシャル表示領域２０１のタイミングに合わせて、パーシ
ャル表示データを転送し、パーシャル表示領域以外の領域（以下、非パーシャル表示領域
２０５）の表示タイミングには、設定レジスタ１０６に設定してある背景色データを挿入
する。
【００３２】
　図２（ｂ）のタイミングチャートに、表示基準タイミング（水平同期タイミング、垂直
同期タイミング、表示有効タイミング）とパーシャル表示タイミング１１８、表示データ
の関係を示す。
【００３３】
　このパーシャル表示タイミング１１８は、パーシャル表示モード中にＭＰＵ１０４から
パーシャル表示データ及びパーシャル表示領域２０１の更新が発生した場合、ＭＰＵ１０
４からパーシャル表示領域２０１設定が転送された時点で表示は更新され、また、パーシ
ャル表示データの転送と時間的な差が発生してしまい、フレーム毎に転送されたデータを
更新した表示を行ってしまう。
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【００３４】
　パーシャル表示データの転送の前または後にパーシャル表示領域２０１設定を更新する
ため、領域のセットと画像の更新に差が生じる。
【００３５】
　更新により領域の水平幅が変化している場合、課題で示した図６（ｂ）のように、パー
シャル表示データとパーシャル表示領域の関係が崩れた表示がパーシャル表示データの転
送期間だけ発生してしまう。
【００３６】
　そこで、本発明では、ＭＵＸ１１１後に、切替手段であるマスクスイッチ１１２を備え
、パーシャル表示データの転送期間をマスクする仕組みを設ける。このマスクスイッチ１
１２は、ＭＵＸ１１１からのパーシャル表示データを含む出力データと背景色等の背景パ
ターンを切り替える。
【００３７】
　ここで、背景パターンは、本実施の形態ではべたパターンで色をレジスタで指定できる
としているが、固定の色や、または画像サイズに依存しない市松模様やストライプ、任意
の模様でもよい。
【００３８】
　マスクスイッチ１１２の切り替え制御は、ＭＰＵ１０４からのパーシャル表示領域設定
の更新コマンドを検知し、背景パターンを有効にする。
【００３９】
　パーシャル表示領域設定より、データ転送の終端、つまり、パーシャル用記憶装置１１
０への書込みアドレスが計算できるため、終端のデータの書込みのタイミングで背景パタ
ーンを無効にし、パーシャル表示データを含むＭＵＸ１１１からの表示データを有効にす
る。このような、マスクスイッチ切替信号１１９を、生成手段であるタイミング生成部１
０９で作成する。
【００４０】
　例えば、ＭＰＵ１０４から、１０ＭＨｚのシリアルデータ転送で９６×３２０のサイズ
の１６ｂｉｔパーシャル表示データを更新すると、転送開始から転送終了まで約４９ｍｓ
、つまり６０Ｈｚのフレーム周波数で３フレーム期間必要となる。この３フレーム期間の
間、背景パターンを有効にする。
【００４１】
　また、マスクスイッチ切替信号１１９は、出力の垂直同期タイミングに同期させると、
１画面の表示途中に画面が切り替わることがなくなる。
【００４２】
　本発明のマスクスイッチ１１２により、改善される表示について図３のイメージ図の例
で示す。図６と同様に、更新前のパーシャル表示を図３（ａ）、パーシャル表示領域を２
０１－ａから２０１－ｂに更新し、データ転送中のパーシャル表示を図３（ｂ）、更新後
のパーシャル表示を図３（ｃ）に示す。なお、対応して、非パーシャル表示領域は２０５
－ａから２０５－ｂに更新される。図３（ｂ）に示すようにマスクすることになり、画像
更新時に崩れた画像を表示することを防ぐことができる。
【００４３】
　マスクスイッチ１１２から出力された表示データは、モードスイッチ１１３で選択され
、以後は通常モード時と同様に、交流化回路１１４、取り込みラッチ１１５、同期化ラッ
チ１１６及びＤＡＣ１１７で処理を行い、液晶パネル１０２に表示データを表示させる。
【００４４】
　モードスイッチ１１３は、ＭＰＵ１０４からの制御により、設定レジスタ１０６内の通
常表示モードかパーシャル表示モードかを設定するレジスタをパーシャル表示モードへ設
定することで制御を行う。
【００４５】
　以上のようにして、本実施の形態によれば、パーシャル表示領域の変化をパーシャル表
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示領域の設定コマンドより検知し、背景パターンを選択するようにマスクスイッチ１１２
を制御し、また、パーシャル用記憶装置１１０内の変更されたパーシャル表示領域最終ラ
インへの書込みタイミングを、パーシャル用記憶装置１１０を制御するアドレスカウンタ
１０８より判断して、次のフレームからパーシャル用記憶装置１１０の画像データを選択
するようにマスクスイッチ１１２を制御することで、自動でパーシャル領域の変更を察知
して、パーシャル表示領域の変更を設定してから画像データが切り替わるまで、全面背景
パターンの表示となり、乱れた画像の表示を防ぐことができる。
【実施例２】
【００４６】
　本発明の第２の実施の形態による表示装置について、図４を用いて説明する。
【００４７】
　図４は、本発明の第２の実施の形態における液晶表示装置の液晶ドライバのブロック構
成図、及び外部装置との接続関係を示したものである。
【００４８】
　第２の実施の形態は、第１の実施の形態の説明で用いた図１とブロック構成は同じで、
動作もほぼ同様であるが、本発明の切替手段であるマスクスイッチ１１２を制御するマス
クスイッチ切替信号１１９－ａの生成が、第１の実施の形態のマスクスイッチ切替信号１
１９とは異なるため、マスクスイッチ切替信号１１９－ａの生成について説明する。
【００４９】
　マスクスイッチ切替信号１１９－ａは、ＭＰＵ１０４からマスク有効コマンドとマスク
解除コマンドを受け取り、そのタイミングで、マスクスイッチ１１２を制御する。これは
、マスクスイッチ１１２を制御するレジスタを設け、ＭＰＵ１０４などの外部からのコマ
ンドによって、マスクスイッチ１１２を制御するレジスタを書き換えることで実現できる
。
【００５０】
　パーシャル表示データの更新、及びパーシャル表示領域の更新はＭＰＵ１０４からの発
行で制御しているため、パーシャル表示データ更新シーケンスのプログラムに、マスク有
効コマンドをパーシャル表示領域更新コマンドの前に、マスク解除コマンドをパーシャル
表示データ更新コマンドの後に追加することで、パーシャル表示データ更新時の表示の崩
れをマスクすることができる。
【００５１】
　また、マスク有効コマンドとマスク解除コマンドでマスクスイッチ１１２を制御するこ
とで、パーシャル表示をマスクする期間についてユーザの自由度が高くなる。例えば、画
像の変更が少ない場合は、パーシャル表示データの更新期間のすべてをマスクせず、表示
データの更新が終了するより短い期間でマスクを解除し、パーシャル表示を有効にするこ
とで、画像が切り替わる待ち時間を少しでも短くするなど、ＭＰＵ１０４側からの調整が
可能となる。
【００５２】
　また、更新データ転送の期間よりマスク期間を長くしてもよい。また、マスクスイッチ
切替信号１１９－ａは、出力の垂直同期タイミングに同期させると、１画面の表示途中に
画面が切り替わることがなくなる。
【００５３】
　以上のようにして、本実施の形態によれば、外部コマンドにより制御可能なレジスタを
設け、パーシャル表示領域を変更している間は、背景パターンを選択するようにマスクス
イッチ１１２を制御し、また、更新が終了したら、パーシャル用記憶装置１１０の画像デ
ータを選択するようにマスクスイッチ１１２を制御することで、第１の実施の形態１と同
様に、パーシャル表示領域の変更を設定してから画像データが切り替わるまで、全面背景
パターンの表示となり、乱れた画像の表示を防ぐことができる。
【実施例３】
【００５４】
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　本発明の第３の実施の形態による表示装置について、図５を用いて説明する。
【００５５】
　図５は、本発明の第３の実施の形態における液晶表示装置の液晶ドライバのブロック構
成図、及び外部装置との接続関係を示したものである。
【００５６】
　第３の実施の形態は、図１（第１の実施の形態）、図４（第２の実施の形態）の本発明
のマスクスイッチ１１２を、ＭＵＸ１１１内のパーシャル有効期間と背景パターンを切り
替える機能で兼用する。しかし、第１の実施の形態や、第２の実施の形態とその他の動作
、効果は同様である。
【００５７】
　第３の実施の形態では、パーシャル表示タイミング１１８をマスクスイッチ切替信号１
１９でマスクし、パーシャル表示データ更新時に表示を有効にしないパーシャル表示タイ
ミング１１８－ａを生成する、マスク手段である制御信号マスク回路３０１を追加する。
制御信号マスク回路３０１は、マスクスイッチ切替信号１１９が有効なときはパーシャル
表示タイミング１１８が無効になるように、パーシャル表示タイミング１１８－ａを生成
する。これが、ＭＵＸ１１１のパーシャル表示と背景パターンの切り替えを制御し、パー
シャル表示データ更新時は背景パターンを表示する。ここで、マスクスイッチ切替信号１
１９は、第１の実施の形態のパーシャル領域の更新コマンドとデータ更新の終端を検知し
て内部で生成する方法でもよいし、第２の実施の形態のＭＰＵ１０４などの外部からのコ
マンドで生成する方法でもよい。
【００５８】
　第３の実施の形態のように、パーシャル表示タイミングをマスクする方式でも、第１の
実施の形態、第２の実施の形態のデータにマスクスイッチ１１２を設けてマスクする方式
でも同等の効果が得られる。第１の実施の形態、第２の実施の形態では、マスクスイッチ
１１２をＭＵＸ１１１後に設置した例を示したが、パーシャル用記憶装置１１０の出力デ
ータや、交流化回路１１４後など、パーシャル用記憶装置１１０以降にマスクスイッチ１
１２を設けても良い。ただし、モードスイッチ１１３以降は、通常モード時に影響がない
ように、交流化回路以降なら、背景パターンに交流化回路を追加する必要がある。
【００５９】
　以上、本発明者によってなされた発明を実施の形態に基づき具体的に説明したが、本発
明は前記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変更可
能であることはいうまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　本発明は、パーシャル表示の手段を備えたアクティブマトリクス型の液晶表示装置や、
有機ＥＬ等の表示装置に適用でき、さらに携帯電話機や携帯情報端末などのモバイル機器
の表示装置として利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の第１の実施の形態における液晶表示装置の液晶ドライバのブロック構成
図、及び外部装置との接続関係を示したものである。
【図２】本発明の第１の実施の形態において、パーシャル表示領域の説明図（ａ）、及び
パーシャル表示のタイミングチャート（ｂ）を示したものである。
【図３】本発明の第１の実施の形態において、データ更新時のイメージ図（（ａ）：更新
前のパーシャル表示、（ｂ）：データ転送中のパーシャル表示、（ｃ）：更新後のパーシ
ャル表示）を示したものである。
【図４】本発明の第２の実施の形態における液晶表示装置の液晶ドライバのブロック構成
図、及び外部装置との接続関係を示したものである。
【図５】本発明の第３の実施の形態における液晶表示装置の液晶ドライバのブロック構成
図、及び外部装置との接続関係を示したものである。
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【図６】本発明に対する比較技術において、データ更新時のイメージ図（（ａ）：更新前
のパーシャル表示、（ｂ）：データ転送中のパーシャル表示、（ｃ）：更新後のパーシャ
ル表示）を示したものである。
【符号の説明】
【００６２】
　１０１…液晶ドライバ、１０２…液晶パネル、１０３…ゲートドライバ、１０４…ＭＰ
Ｕ、１０５…システムインターフェース、１０６…設定レジスタ、１０７…外部表示イン
ターフェース、１０８…アドレスカウンタ、１０９…タイミング生成部、１１０…パーシ
ャル用記憶装置、１１１…マルチプレクサ（ＭＵＸ）、１１２…マスクスイッチ、１１３
…モードスイッチ、１１４…交流化回路、１１５…取り込みラッチ、１１６…同期化ラッ
チ、１１７…データ線駆動部（ＤＡＣ）、１１８…パーシャル表示タイミング、１１８－
ａ…パーシャル表示タイミング、１１９…マスクスイッチ切替信号、１１９－ａ…マスク
スイッチ切替信号、２０１…パーシャル表示領域、２０１－ａ…パーシャル表示領域（更
新前）、２０１－ｂ…パーシャル表示領域（更新後）、２０２…全表示領域、２０３…始
点、２０４…終点、２０５…非パーシャル表示領域、２０５－ａ…非パーシャル表示領域
（更新前）、２０５－ｂ…非パーシャル表示領域（更新後）、３０１…制御信号マスク回
路。

【図１】 【図２】
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